
「このまち
が、いい」をあなたと議会で築きたい！
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うみ議会だより
3月定例会

議会からのお知らせ
３月定例会は15人が傍聴に来られました

議会は年 4回（3月・6月・9月・12月）
定例会が開かれます。
議会ホームページからは生中継がご覧いた
だけます。
傍聴する場合は、役場 3階の傍聴席入り口で
住所・氏名をご記入ください。

◆

◆

◆

次回の議会は6月12日に開会予定です。

P6

議会広報 町民の声を聴く！
今回は新体制となった議会
に対する、若者たちからの
声を聴いてきました

委 員 長
副委員長
委 員

丸　山　康　夫
小　林　孝　昭
古　賀　ひろ子

議 長 黒　川　　　悟

委 員
委 員
委 員

鳴　海　圭　矢
安　川　繁　典
安　川　禎　幸

【発行責任者】

【議会広報常任委員会】

特集：議会が注目した新年度予算P2

一般質問 町政を問う８人が登壇P10

新体制スタート！ 議会構成決まるP16

これからの宇美町議会に望むこと

　実行委員長をされた
髙木優さんにお話を伺い
ました。
　髙木さんは高校教師を
めざす宇美町が大好きな
20歳の大学生です。

　ヒーローや怪人のコス
チュームを制作している
町内在住の藤田健音さん
(22歳）に話を伺いました。
　藤田さんは専門学校で
特殊メイクを学び、現在は
着ぐるみ造形制作会社に
お勤めです。

　私は、宇美町で育ちました。現在は宇美町を離れ
ていますが、宇美町を訪れると話しかけてくれる人
が多く、人と人との距離が近く、温かいまちだと感じ
ます。
　将来は教師をめざしていることもあり、若者がま
ちづくりや教育に積極的に参画できるような新しい
取組を、議会から積極的に発信していただくことを
期待しています。若い世代が地域と関わる機会が増
えることで、町全体の活力向上にもつながると思い
ます。
　高齢者からこどもまで、世代を超えて支え合い、
誰もが快適で過ごしやすく、楽しく幸せに暮らせる
まちづくりが進むことを願っています。

　私は、17歳から父と共にヒーローショーを行って
きた中で、例えば「ヒーローと一緒に大運動会」の開
催や、ふるさと納税の返礼品として「親子でヒー
ローショー」の提供など、こどもたちと一緒に大人も
夢を持って、ワクワクできるイベントを開催して町を
盛り上げていきたいと思っていますので、議会のサ
ポートがあると嬉しいです。
　また、学校の空き教室などを活用して、素晴らし
い漫画家さんを輩出した「トキワ荘」みたいに、夢を
叶えるお手伝いができるようなワークスペースを
作ってほしいと思っています。

2026.3 から

2026年3月議会からの傍聴者 累計

シリーズインタビューインタビュー
親子でヒーロー活動令和８年二十歳のつどい  実行委員長

◇新議会に期待すること◇

◇新議会に期待すること◇

式典には219人が凛とした姿で出席

通学路戦士パトーラと開催した共同事業「夢の学校」



議会の視点
議会の視点

山尾広幸さん（炭三自治会）、
藤本眞一さん、
木庭敬一さん（四王寺坂二自治会）

▲

シニアクラブ連合会 会長
井川　國宏 さん

※万円未満四捨五入

▲小田原さん親子

改修済みの町内小学校のトイレ

現在の和式タイプのトイレ

一般会計 特別会計

予算審査特別委員会の
録画配信はこちら

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

　
　
　
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化

築
40
年
が
経
過

　
宇
美
東
中
学
校

　
　
ト
イ
レ
・
体
育
館
外
壁
等
の
改
修

1億6229
万円

1億3152
万円（トイ

レ）

2億2562
万円（体

育館）

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
未
来
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
運
営
サ
ポ
ー
ト
！

宇
美
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
支
援
業
務
委
託
料

自
治
会・校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
付
金
の
見
直
し

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
付
金

102万
円

5768
万円
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　長らく要望さ
れ、ようやく実現し
た小学校給食の無
償化。中学校の給
食費無償化も早期
実現を求める。

　この事業により、シニアク
ラブ連合会が自立した運営
ができ、さらなる活発な活
動の継続と発展に期待した
い。

保
護
者
の
声

会
長
の
声

　
国
の
交
付
金
と
町
の
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
約
1
9
1
2
万
円

を
活
用
し
、
子
育
て
世
帯
の
保

護
者
負
担
を
軽
減
す
る
。

【
国
交
付
金
】

※

給
食
費
負
担
軽
減
交
付
金

※

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

　
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
の
概
要

　
宇
美
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会

員
の
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、
運
営
や
事

務
処
理
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
た
め
、

組
織
の
自
立
的
な
運
営
を
支
え
、
活
動

の
継
続
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
事
業
運
営
や
事
務
の
支
援
を
行
う
。

　
県
の
補
助
金
で
あ
る
「
地
域
の
支
え

合
い
・
助
け
合
い
活
動
に
係
る
担
い
手

確
保
事
業
」
75
万
円
を
活
用
。

事
業
の
概
要

　
自
治
会
交
付
金
の
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協

議
会
部
分
は
、自
治
会

の
加
入
・
未
加
入
に
か

か
わ
ら
ず
、小
学
校
区

単
位
で
幅
広
い
住
民
を

対
象
に
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、住
民

基
本
台
帳
に
基
づ
く
全

世
帯
数
を
基
準
と
す
る

方
式
へ
見
直
し
て
い
る
。

　
自
治
会
部
分
は
、こ

れ
ま
で
の
１
世
帯
当
た

り
１
８
７
０
円
を
物
価

上
昇
な
ど
を
加
味
し
て

２
１
０
０
円
へ
引
き
上

げ
る
予
定
で
、引
き
続

き
、自
治
会
加
入
世
帯

を
基
準
に
算
定
し
て
い

る
。

藤
本
原
田
小
学
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

付
金
の
見
直
し
は
、大

変
良
か
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。物
価
高
騰
の

中
、活
動
を
支
え
る
後

押
し
に
な
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

山
尾
・
木
庭
自
治
会
長

　
自
治
会
交
付
金
の
見

直
し
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
。加
入
者
が
減
少

す
る
中
、加
入
促
進
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

事
業
の
概
要

　
国
の
交
付
金
、
地
方
債
、
町
の
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
を
活
用
し
、
ト
イ
レ
や

体
育
館
外
壁
な
ど
の
改
修
工
事
を
実
施

す
る
。

【
国
交
付
金
】

※

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

【
地
方
債
】

※

学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債

事
業
の
概
要

　
野
球
を
通
じ
て
こ
ど
も
に
寄
り
添

う
中
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
成
長
に

は
日
々
の
食
事
環
境
が
何
よ
り
大
切

だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
給
食
費
無
償
化
に
よ
り
、

栄
養
面
の
充
実
と
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
声

　
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
、
事
務
負
担

が
軽
減
さ
れ
、
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
啓
発

活
動
や
行
事
な
ど
に
力
を
注
げ
ま
す
。

　
連
合
会
に
加
入
し
て
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
皆
さ
ん
に
人
生
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
で
す
。

議会が注目した新年度予算

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
課
長

　
自
治
会
活
動
は
、加

入
世
帯
を
対
象
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、加
入
世
帯
数
を

基
準
と
し
て
算
定
。

　
な
お
、自
治
会
の
負

担
軽
減
と
し
て
、街
路

灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
、

維
持
管
理
費
の
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

答
自
治
会
加
入
世
帯

を
基
準
に
し
た
理
由

は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
ト
イ
レ
改
修
は
全
体
で
約
２
億
円
規

模
の
工
事
と
な
る
。
活
用
す
る
地
方
債

の
１
事
業
当
た
り
の
起
債
額
の
上
限
が

７
千
万
円
ま
で
で
あ
る
た
め
、
工
事
を

２
年
間
で
２
回
に
分
け
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
で
地
方
債
を
活
用
す
る
。

答
ト
イ
レ
改
修
で
活
用
す
る
地
方
債

の
金
額
が
少
な
い
理
由
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
交
付
税
措
置
が
あ
り
、後
年
度
に
地
方

交
付
税
で一部
が
措
置
さ
れ
る
。

　
全
額
が
町
の
実
質
負
担
と
は
な
ら
な

い
。 答

活
用
す
る
地
方
債
に
は
交
付
税
措

置
が
あ
る
の
か
。

問

現在の老朽化した体育館

安全かつ快適に使用できるように館内の
トイレなども改修される。



一木
副
町
長

　
福
岡
都
市
圏
の
み
な
ら
ず
、県

内
各
地
へ
の
円
滑
な
移
動
が
可
能

と
な
り
、宇
美
町
を
中
心
に
、人

や
物
の
流
れ
が
大
き
く
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

　
新
た
な
雇
用
や
に
ぎ
わ
い
が

広
が
り
、観
光
や
地
域
経
済
の
活

性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。災
害
時

の
対
応
力
も
高
ま
り
、安
心
で
選

ば
れ
る
町
へ
着
実
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

答

都
市
整
備
課
長

　
策
定
委
員
会
の
ご
意
見
を
踏

ま
え
て
、計
画
に
盛
り
込
む
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

答

未
来
に
直
結
！
ス
マ
ー
ト
I
C
構
想
始
動
！

　
宇
美
ス
マ
ー
ト
I
C
設
置
検
討
業
務

み
ん
な
で
描
く一本
松
公
園
の
こ
れ
か
ら

　一本
松
公
園
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
　

宇
美
ス
マ
ー
ト
I
C
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
で
町
へ
の
効
果
は
。

問

　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
活
用
し
た

九
州
縦
貫
自
動
車
道
へ
の
新
た
な
接

続
拠
点
と
な
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ(

ス
マ
ー
ト
I
C
）
の
設
置

を
検
討
す
る
た
め
の
経
費
。

　
町
の
持
続
的
な
発
展
と
暮
ら
し

の
豊
か
さ
を
切
り
開
く
た
め
、

N
E
X
C
O
（
ネ
ク
ス
コ
）
西
日
本

と
福
岡
県
と
の
協
議
を
進
め
る
。

　
韓
国
扶
余
郡
と
の
国
際
交
流
事
業

「
少
年
の
翼
」
が
廃
止
と
な
り
９
年

が
過
ぎ
た
中
で
、
青
少
年
国
際
交
流

事
業
が
復
活
し
た
。

　
国
際
感
覚
と
課
題
解
決
能
力
を
備

え
た
人
材
育
成
が
目
的
で
、
福
岡
県

市
町
村
小
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
助

成
金
約
５
６
４
万
円
（
個
人
負
担
金

含
む
）
を
活
用
し
、
本
町
の
中
学
１
、

２
年
生
９
人
を
、
夏
休
み
期
間
中
に

米
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
に
派
遣

す
る
。

　
こ
の
事
業
に
は
34
名
の
応
募
が
あ

り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

一
本
松
公
園
の
特
色
と
し
て
、

以
前
あ
っ
た
ひ
ょ
う
た
ん
プ
ー

ル
の
よ
う
な
渓
流
遊
び
が
で
き

る
施
設
は
計
画
に
入
っ
て
い
る

の
か
。

問

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　
現
在
協
議
を
持
ち
か
け
て
い

る
。進
捗
は
報
告
し
て
い
く
。

答

企
業
努
力
が
み
え
な
い
。
宇
美

駅
か
ら
の
発
着
や
便
数
増
、
二

日
市
ま
で
の
路
線
延
伸
も
考
え

ら
れ
る
。
交
渉
は
随
時
必
要
で

は
。

問

社
会
教
育
課
長

　
現
時
点
で
、年
数
制
限
や
段
階

的
に
減
額
さ
れ
る
よ
う
な
制
限

は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

答

県
の
補
助
金
と
町
の
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
を
活
用
す
る
が
、
県

の
補
助
金
に
は
、
制
限
は
あ
る

の
か
。

問

１５２３
万円

2093
万円

赤
字
路
線
で
も
地
域
の
大
切
な
交
通

　
西
鉄
バ
ス
宇
美
〜
太
宰
府
線

　
　
運
行
維
持
負
担
金

中
学
生
9
人
が

　
ハ
ワ
イ
で
国
際
交
流

　
　
宇
美
町
中
学
生
国
際
交
流
事
業

１171
万円

815万
円

一木副町長

みんなに親しまれていたひょうたんプール

議会が注目した新年度予算
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西
鉄
バ
ス
宇
美
〜
太
宰
府
線
の
路

線
運
行
に
係
る
経
費
の
赤
字
分
を
、

宇
美
町
と
太
宰
府
市
で
距
離
按
分
し

て
負
担
す
る
。

　
乗
降
客
の
減
少
と
運
転
手
不
足
の

た
め
、
運
行
会
社
が
本
社
に
吸
収
合

併
さ
れ
、
人
件
費
な
ど
の
経
費
が
上

昇
し
た
。

　
昨
年
度
比
で
４
０
４
万
円
増
と

な
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
活
用
し
、

一
本
松
公
園
に
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
自
由
広
場
な
ど
多
様
な
楽

し
み
が
広
が
る
空
間
を
整
備
。
利
用

者
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
な
が
ら
、
こ
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
め
る
公
園

と
な
る
よ
う
に
計
画
を
策
定
す
る
。

事
業
の
概
要

事
業
の
概
要

事
業
の
概
要

事
業
の
概
要

副
町
長
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
 
 
 
 

 

令和8年度宇
美町中

学生国
際交流

事業 

――地
球・世界

・未来に
ついて

考え、あ
なたも

動き出
そう！

 

アメリ
カ合衆

国ハワ
イ州ホ

ノルル
市等（

オアフ
島） 

令和８
年８月

１９日
（水）

～令和
８年８

月２４
日（月

） ４泊
６日 

９名程
度 

宇美町
在住の

令和８
年度時

点で中
学１、

２年生
の方 他 

８万円
 ※特

例制度
あり（

詳しく
は募集

要項を
ご覧く

ださい
。） 

主催：
宇美町

教育委
員会 

【 派 遣 先
】 

【 派遣期間
】 

【 募集人数
】 

【 応募条件
】 

【参加
負担金

】 

IN HAWAII 

応募締
切 

12/23（火） 

17:00 まで 

自然や
生き物

との共
生を大

切にす
るハワ

イの文
化や価

値観を
学び、

 

自分た
ちで“未来

の宇美
町”を

つくっ
ていく

力を育
てるプ

ログラ
ムです

。 

みんな
のアイ

デアと
力で、

これか
らの宇

美町を
一緒に

描いて
みませ

んか？
 

議会の視点

議会の視点

議会の視点 議会の視点

　一本松公園が、こどもた
ちの「また来たい」、大人は
「連れていきたい」場所にな
るよう、しっかりと進めてい
きたい。

　西鉄バス宇美～太宰府
線は通学通勤の大切な路
線である。
　利用しやすい路線・運行
ダイヤの改正を望む。

　福岡県はアジアの玄関口であ
り、宇美町から多くの若者が世界
に羽ばたいてもらいたいと願う。
　この事業が、そのきっかけとな
るようしっかり支えていきたい。

　人と物流の流れをうみ出
すために、未来の宇美町の
玄関口を議会全体で押し進
めていきたい。

・・
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１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

6

　
令
和
８
年
第
１
回
の
臨
時
会
は
、１
月
21
日
に
開
か
れ
、町
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
条
例
案
と
補
正
予
算
を
合
わ
せ
た
７
件
を
審
議
し
、全

て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　
寄
附
金
額
が
、17
億
円
超
の
見
込
み
と

な
っ
た
た
め
、関
連
経
費（
シ
ス
テ
ム
利
用
料
、

運
営
代
行
料
、返
礼
品・配
送
料
等
）と
寄
附

拡
大
に
向
け
た
広
告
料
を
増
額
す
る
。

　
３
月
定
例
会
は
、９
日
か
ら
２７
日
ま
で
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　
初
日
に
は
、正
副
議
長
選
挙
を
は
じ
め
、各
常
任
委
員
会
委
員
の
選

出
な
ど
を
行
い
、議
会
構
成
が
決
ま
っ
た
。町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
専

決
処
分
を
は
じ
め
と
し
た
22
件
の
議
案
と
、議
員
発
議
１
件
を
審
議

し
、全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

管
財
課
長
　
自
治
会
や
住
民
に
対
し
て
、個
別
訪
問

な
ど
に
よ
り
丁
寧
な
説
明
を
実
施
し
た
。

　
処
分
価
格
は
、測
量
費
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、隣
接

地
と一体
開
発
す
る
こ
と
で
単
独
よ
り
評
価
が
有
利

に
な
る
と
判
断
し
、妥
当
と
認
識
し
て
い
る
。

答

地
元
説
明
会
や
自
治
会
へ
の
説
明
は
行
っ
た
の
か
。

処
分
価
格
は
妥
当
か
。

問 内容 内容

内容

内容

内容

内容

内容

内容

　
住
宅
棟
外
壁・屋
根
改
修
、外
構・付
帯
施
設
改
修

（
駐
車
場
舗
装・付
属
建
屋
改
修
）、電
気
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
改
修
を
行
う
。

請
負
契
約
金（
１
億
３
２
７
２
万
６
千
円
）

　
少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、子
育
て
支
援
施
策

の
充
実
に
向
け
、社
会
全
体
で
安
定
し
た
財
源
を
確

保
す
る
制
度
が
始
ま
る
。

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
、保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
徴

収
さ
れ
る
。

　
日
本
政
府
が
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
、イ

ラ
ン
に
対
す
る
無
法
な
軍
事
攻
撃
を
直
ち
に
中
止

し
、交
渉
に
よ
る
解
決
に
立
ち
戻
る
よ
う
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出

宇
美
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の一部
改
正

(
職
員
の
給
与
月
額
、期
末
手
当
と
勤
勉
手
当
の
額
、議
会

議
員・町
長・副
町
長・教
育
長
の
期
末
手
当
の
額
の
改
定

な
ど
）

　
食
料
品
の
値
上
が
り
で
家
計
が
厳

し
い
中
、大
変
助
か
り
ま
し
た
。特
に

現
金
で
受
け
取
れ
た
点
も
あ
り
が
た

く
感
じ
て
い
ま
す
。今
後
も
、こ
う
し

た
家
計
を
支
え
る
支
援
を
望
み
ま
す
。

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、民
間
と
の
給
与・ボ
ー
ナ

ス
の
較
差
是
正
と
採
用
競
争
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

給
料
月
額
と
初
任
給
な
ど
の
改
定
を
行
う
。

副
町
長
の
選
任

副
町
長
の
選
任

宇
美
町
議
会
選
出
監
査
委
員
の
選
任

原
田
　
和
幸
　
氏
（
再
任
）

一
木
　
孝
敏
　
氏
（
再
任
）

安
川
　
繁
典
　
氏
（
新
任
）

提
出
者
　
鳴
海
　
圭
矢

　
賛
成
者
　
丸
山
　
康
夫

　
保
育
所
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
生
後
６
か
月
か
ら

満
３
歳
未
満
の
児
童
を
対
象
に
、一定
時
間
の
利
用
枠

内
で
、保
護
者
の
就
労
要
件
に
関
係
な
く
柔
軟
に
利

用
で
き
る
。

　
高
校
３
年
生
年
代
ま
で
の
こ
ど
も（
約
６
７
５
０
人
）を
対

象
に
、迅
速
な
生
活
支
援
を
目
的
と
し
て
現
金
給
付
を
行
う
。

越
道
福
美
さ
ん

　
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、町
民
生
活
の
負
担
が

増
大
。負
担
軽
減
を
目
的
に
、全
町
民
を
対
象
と
し
て
、事
務

費
を
抑
え
つ
つ
迅
速
に
現
金
給
付
を
行
う
。

人
事
案
の
同
意

３月定例会
(3/9～3/27)
専決処分

人事案

規約変更

財産処分

契約締結

条例

予算

議員発議

１件

３件

１件

１件

3件

３件

10件

１件

条例

補正予算

2件

5件

1月臨時会(1/21)

１月
臨時会

る
さ
と
応
援
寄
附
金
額

が
過
去
最
高
額
を
更
新

ふ
産
の
処
分

財

田
中
央
区
町
営
住
宅

６・７
棟
改
修
工
事 

契
約
締
結

原
美
町
国
民
健
康
保
険
　
　

子
ど
も・子
育
て
支
援
納
付
金

制
度
の
創
設
に
伴
う
条
例
改
正

宇 職
員
の
初
任
給
ア
ッ
プ

町

価
高
騰
対
策

町
民
１
人
１
万
円
給
付

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援

こ
ど
も
１
人
２
万
円
支
給

物

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

条
例
制
定

こ

　
町
有
地
に
隣
接
す
る
地
権
者
が
財
産
処
分
の
意
向

を
示
さ
れ
た
こ
と
や
周
辺
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
る

処
分
。

所
在
地

宇
美
町
明
神
坂
三
丁
目
５
４
０
４
番
３
外
７
筆

種
類（
登
記
地
目
：
山
林
お
よ
び
原
野
）

処
分
面
積（
７
３
２
５
平
方
メ
ー
ト
ル
）

処
分
価
格（
１
億
３
７
７
１
万
円
）

議
員
発
議

町民の声

議案審議
３月
定例会

議案審議

条  例

補正予算財産処分

▲
録画配信はこちら

▲
録画配信はこちら

契約締結条  例

補正予算補正予算

条  例
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表
決
一
覧

表
決
一
覧

令和８年度宇美町国民健康保険特別会計予算

　子育て支援は、本来税金で賄うべきであり、医療保険制
度に上乗せすること自体が、制度の趣旨を逸脱している。
　一律的に支援金を上乗せすることは、生活困窮者への
負担増となる。

　人口減少は最大の課題であり、保険から負担するという
ことは妥当と思う。今回の税率改正は基金を流用すること
などから負担は増加しないということである。

反対 鳴海 圭矢
議員 賛成 安川 禎幸

議員

宇美町特定乳児等通園支援事業の
運営に関する基準を定める条例

　保育士の配置基準をまず抜本的に改善し、専用の保育
士を確保して、国や地方自治体が責任を持つような保育施
設に入れる体制をつくるべきである。

　子育て世代の非常にニーズが高い事業で、国が法制化
して実施しようとしている。
　実施するには、この条例が必要である。

反対 鳴海 圭矢
議員 賛成 安川 禎幸

議員

令和８年度宇美町後期高齢者医療特別会計予算

　保険料の値上げ、自己負担割合の増加は、医療機関へ
の受診抑制となり、将来的な医療費増大につながりかねな
い。高齢者にとって厳しい制度は廃止すべきである。

　現在、年間の国民医療費が４０兆円を超えており、後期
高齢者制度は国民皆保険制度を維持するために必要な制
度である。

反対 鳴海 圭矢
議員 賛成 安川 禎幸

議員

宇美町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

　子ども・子育て支援法の目的自体には賛成だが、その
財源を医療保険料に上乗せして徴収することに、反対と
する。

　ほとんどの所得階層において保険税は下がることにな
る。住民に配慮された結果ではないかと思い、賛成とする。

反対 鳴海 圭矢
議員 賛成 安川 禎幸

議員

反対

私は

賛成

私は討 論

※黒川悟議長に表決権はありません。

※古賀ひろ子議長に表決権はありません。

宇美町職員の給与に関する条例等の一部改正

宇美町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を
定める条例

宇美町監査委員の選任
（議選　安川　繁典氏）
専決処分の承認
（令和７年度　宇美町一般会計補正予算(第７号））
宇美町副町長の選任
（原田　和幸氏）
宇美町副町長の選任
（一木　孝敏氏）
福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び規約の変更
財産の処分
（宇美町明神坂三丁目５４０４番３外７筆）　
工事請負契約の締結
（令和７・８年度　原田中央区町営住宅６・７棟改修工事）

宇美町国民健康保険税条例の一部改正

宇美町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部改正

宇美町地域公共交通会議設置条例の一部改正

令和７年度　宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算
(第３号）
令和７年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算
(第３号）

令和７年度　宇美町上水道事業会計補正予算(第３号）

令和７年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計
補正予算(第３号）

令和７年度　宇美町一般会計補正予算(第８号）

令和８年度　宇美町後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度　宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算
(第２号）
令和７年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算
(第２号）

令和７年度　宇美町上水道事業会計補正予算(第２号）

令和７年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計補正
予算(第２号）

令和７年度　宇美町一般会計補正予算(第６号）

審議した議案と各議員の賛否
令和８年 第１回臨時会　表決一覧

○は賛成　×は反対を表しています

藤
木
　
　泰

白
水
英
至

鳴
海
圭
矢

黒
川
　
　悟

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

髙
橋
紳
章

安
川
禎
幸

小
林
孝
昭

審
議
結
果

討
　
　論

議
員
名

議　　案　　名

審議した議案と各議員の賛否
令和８年３月定例会　表決一覧

○は賛成　×は反対を表しています

髙
橋
紳
章

白
水
英
至

古
賀
ひ
ろ
子

鳴
海
圭
矢

飛
賀
貴
夫

藤
木
　
　泰

安
川
繁
典

平
野
龍
彦

丸
山
康
夫

安
川
禎
幸

小
林
孝
昭

審
議
結
果

討
　
　論

議
員
名

議　　案　　名

反対：鳴海
賛成：安川(禎）

反対：鳴海
賛成：安川(禎）

反対：鳴海
賛成：安川(禎）

無記名投票

無記名投票

無記名投票

反対：鳴海
賛成：安川(禎）

賛成：丸山
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ー

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

○

ー

ー

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○
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○

○

○

○
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○
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○

○

○

ー

○
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○
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○

○

○

ー

○

ー
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

○

ー

ー

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

○
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○
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

令和８年度　宇美町国民健康保険特別会計予算

令和８年度　宇美町上水道事業会計予算
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一
般
質
問

一
般
質
問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
国
の
消
防
水
利
配
置
基
準
等
を
も

と
に
、
町
内
全
体
で
消
火
栓
は

3
2
1
基
、
防
火
水
槽
は
１
３
２
か

所
に
配
置
。

　
ど
ち
ら
の
管
理
も
当
課
で
行
っ
て

お
り
、
消
火
栓
は
上
下
水
道
課
で
も

点
検
さ
れ
て
い
る
。

答

町
内
の
消
防
水
利
の
配
置
状
況

と
管
理
体
制
は
。

問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
上
下
水
道
課
で
は
、
日
々
の
現
場

巡
回
時
に
漏
水
調
査
な
ど
を
実
施
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
が
所
管
す

る
消
防
団
で
は
、
消
火
栓
の
接
続
口

点
検
、
防
火
水
槽
内
の
貯
水
状
況
な

ど
を
年
３
回
程
度
実
施
し
て
い
る
。

答

　
現
場
の
声
を
町
政
に
生
か
す

こ
と
こ
そ
が
議
会
の
役
割
と
考

え
る
。
支
援
員
の
方
々
が
安
全

で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く

り
に
期
待
す
る
。

定
期
点
検
の
実
施
状
況
は
。

問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
消
防
団
が
水
利
点
検
の
際
、
標
識

に
破
損
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
交
換

を
行
う
。

　
路
面
標
示
の
劣
化
が
激
し
い
場
合

は
、
消
防
団
に
よ
る
ペ
ン
キ
塗
装
補

修
を
行
う
ほ
か
、
道
路
復
旧
工
事
の

際
に
あ
わ
せ
て
消
火
栓
の
区
画
線
補

修
も
実
施
し
て
い
る
。

答

消
防
水
利
の
標
識
や
路
面
標
示

の
劣
化
状
況
は
。

問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
各
地
域
の
住
居
表
示
版
へ
消
防
水

利
配
置
場
所
の
表
示
な
ど
が
で
き
る

か
ど
う
か
、
関
係
課
と
協
議
し
検
討

す
る
。

答

誰
も
が
消
防
水
利
の
配
置
場
所

問

答 弁
（町長） 

放課後児童クラブの
環境向上に取り組む

こどもたちが安全・
安心に過ごせる放課後
児童クラブの充実を

えいじ

白水 英至 議員
しろうず

学
校
教
育
課
長

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
全
般

を
委
託
し
て
い
る
。

　
利
用
児
童
の
遊
び
や
生
活
の
指
導

を
は
じ
め
登
下
校
の
把
握
・
保
護

者
・
学
校
と
の
連
携
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。

　
契
約
期
限
は
令
和
７
年
度
か
ら
９

年
度
ま
で
の
３
年
間
。

答

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
業
務
委

託
内
容
と
契
約
期
限
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
お
や
つ
代
は
月
額
１
５
０
０
円
で

運
営
し
て
お
り
、
委
託
費
に
は
含
ま

れ
ず
保
護
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
物
価
上
昇
分
は
契
約
に
含
ま
れ
て

お
り
、
保
護
者
負
担
を
増
や
す
予
定

は
な
い
。 

答

物
価
高
で
あ
る
が
、
こ
ど
も
た

ち
に
十
分
な
保
育
や
お
や
つ
の
提

供
は
で
き
て
い
る
の
か
。

問

教
室
使
用
は
暫
定
処
置
な
の
か
、

そ
れ
と
も
恒
常
化
し
て
い
る
の
か
。

問

学
校
教
育
課
長

　
教
室
を
使
用
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
は
、

恒
常
的
に
利
用
し
て
い
る
。

　
そ
こ
に
対
し
て
必
要
な
備
品
は
、

学
校
教
育
課
で
予
算
計
上
し
整
備
し

て
い
る
。

答

町
長

　
こ
ど
も
が
安
全
・
安
心
に
過
ご
せ

る
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、

保
護
者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
に

つ
な
げ
る
。

答

学
校
教
育
課
長

　
支
援
員
の
定
着
は
重
要
で
あ
る
。

様
々
な
事
情
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
委

託
業
者
と
調
整
し
て
い
く
。

　
処
遇
改
善
に
つ
い
て
も
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

答

支
援
員
の
定
着
率
向
上
や
処
遇

改
善
は
。

問

こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
環
境
づ
く
り
、
そ
れ
を
支
え

る
支
援
員
の
安
全
確
保
は
町
の
責

任
で
あ
る
。

　
今
後
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

質
の
向
上
と
体
制
整
備
に
つ
い
て
、

町
長
の
見
解
を
求
め
る
。

問

学
校
教
育
課
長
、

　
国
の
基
準
で
は
、
１
単
位
40
人
以

下
で
２
人
以
上
の
配
置
と
さ
れ
て
い

る
。

　
本
町
で
は
、
こ
の
基
準
を
上
回
り
、

1
単
位
あ
た
り
3
名
か
ら
5
名
の
支

答

児
童
数
に
対
す
る
支
援
員
の

配
置
は
国
基
準
を
満
た
し
て
い
る

の
か
。

問

答 弁
（町長） 

町全体で訓練を計画するなど、
災害に強いまちづくりを進める

火災発生時に地域全体で
協力できる体制づくりの考えは

のぶあき

髙橋 紳章 議員
たかはし

　一般質問とは定例会で行われ、議員が町
政全般について、町長などの執行機関の考
え方や方針などを問いただすことです。
　掲載内容は、質問者自身が要約し、広報常
任委員会で校正しています。

町
政
を
問
う

　
　
　
８
人
が
登
壇

一
般
質
問◆火災発生時に地域全体で協力できる

　体制づくりの考えは

髙橋　紳章　議員 10P

◆こどもたちが安全・安心に過ごせる
　放課後児童クラブの充実を

白水　英至　議員 11P

◆運転免許証自主返納支援に
　交通系 ICカードへ１万円付与を

古賀　ひろ子　議員 12P

◆宇美駅前への宇美交番の
　早期移転の実現を

飛賀　貴夫　議員 12P

◆災害などから住民の命を
　守るための取組は

丸山　康夫　議員 13P

◆第 7次総合計画基本目標に基づく
　施策の進捗は

平野　龍彦　議員 14P

◆宇美町の農業の将来像は
安川　禎幸　議員 14P

◆全てのこどもに保育無償化を
鳴海　圭矢　議員 15P

録画配信は
こちらから

録画配信は
こちらから

議会をもっと身近に
ライブ配信・録画配信をご視聴ください
　宇美町議会では、議場で行う議会・特別委員会のライブ配
信と録画配信を行っています。
　ライブ配信は、傍聴に来られない方のために生中継で配信
しています。
　録画配信は、議会のホームページから議案審査や一般質
問の様子をいつでもご覧いただけます。字幕付きですので音
声が聞き取りにくい方でも、分かりやすくご覧いただけます。

ライブ配信
録画配信は
こちらから

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
消
防
水
利
周
辺
な
ど
の
道
路
交
通

法
に
定
め
る
駐
車
禁
止
区
域
で
無
断

駐
車
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、
警

察
へ
相
談
を
行
う
。

　
対
策
と
し
て
は
、
消
防
水
利
の
路

面
標
示
や
看
板
の
設
置
が
有
効
と
考

え
る
た
め
、
引
き
続
き
表
示
の
設
置

に
取
り
組
む
。

答

消
防
水
利
周
辺
の
無
断
駐
車
へ

の
対
応
は
。

問

町
長

　
火
災
や
災
害
に
備
え
て
、
町
内
の

事
業
者
に
対
し
て
機
能
別
消
防
団
員

と
し
て
協
力
を
お
願
い
す
る
。
町
全

体
の
防
災
訓
練
や
役
場
職
員
の
参
集

訓
練
を
計
画
的
に
実
施
し
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
に
強
い
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

答

火
災
発
生
時
の
初
動
対
応
と
し

問

質
問
を
終
え
て

　
地
域
防
災
力
の
向
上
を
町
と

町
民
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組

み
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
期
待
す
る
。

質
問
を
終
え
て

火災時に使用する防火水槽支援員と過ごす、楽しい放課後の様子

路面標示された消火栓

援
員
を
配
置
し
て
い
る
。

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
明
示
す
る

考
え
は
。

て
、
地
域
全
体
で
協
力
で
き
る
体

制
づ
く
り
の
考
え
は
。

　
引
き
続
き
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
環
境
向
上
に
取
り
組
む
。
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一
般
質
問

答 弁
（町長） 

公共交通利用促進の　　
観点から検討する

運転免許証
自主返納支援に交通系
ICカードへ１万円付与を

古賀 ひろ子 議員
こが こ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
の
る
ー
と

宇
美
）
の
導
入
に
合
わ
せ
、
免
許
返

納
者
へ
1
万
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
を
付

与
し
て
い
る
。

　
交
通
安
全
と
移
動
手
段
の
確
保
を

目
的
と
し
て
お
り
、
現
在
も
継
続
し

て
い
る
。

答

運
転
免
許
証
返
納
者
に
対
す
る

公
共
交
通
利
用
支
援
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て
、
町
の
見
解
は
。

問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　
公
共
交
通
全
体
の
利
用
促
進
の
観

点
か
ら
、
の
る
ー
と
の
運
賃
と
あ
わ

せ
て
見
直
し
を
検
討
す
る
。

答

運
転
免
許
証
返
納
者
支
援
に
つ

い
て
、
バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
付
与
な
ど

選
択
肢
拡
大
の
見
直
し
は
で
き
な
い

の
か
。

問

町
長

　
の
る
ー
と
宇
美
は
運
行
開
始
か
ら

３
年
で
利
用
者
が
増
加
し
、
多
世
代

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
不

足
な
ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
利
用

環
境
の
改
善
や
増
便
な
ど
に
つ
い
て

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
運
転
免
許
証
返
納
者
支
援
に
つ
い

て
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
も
含
め
、
制

度
設
計
を
進
め
た
い
。

　
移
動
支
援
と
生
き
が
い
づ
く
り
を

一
体
的
に
推
進
し
、
保
健
福
祉
が
充

答

高
齢
者
が
安
心
し
て
運
転
免
許

を
返
納
で
き
る
交
通
支
援
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る

考
え
が
あ
る
の
か
、
町
長
の
見
解
は
。

問

健
康
課
長

　
単
独
で
公
共
交
通
の
利
用
が
困
難

な
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
は
、
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

答

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
は
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
重

要
な
基
盤
で
あ
る
。

　
日
常
生
活
を
支
え
る
移
動
環
境
の

施
策
は
。

問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
Ｊ
Ｒ
宇
美
駅
の
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に

建
設
す
る
予
定
。

答

治
安
維
持
の
た
め
、
老
朽
化
し

た
宇
美
交
番
を
駅
前
に
移
転
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
提
言
や
請
願
を
行
っ

て
き
た
。

　
そ
の
後
、
移
転
建
替
え
の
計
画
が

進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
移
転

建
設
予
定
地
は
。

問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
費
用
な
ど
含
め
て
、
事
業
主
体
で

あ
る
県
が
方
針
を
固
め
て
い
る
た
め
、

協
議
の
場
の
設
置
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

答

建
設
に
あ
た
っ
て
、
県
や
町
を

は
じ
め
、
自
治
会
や
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
考
え
は
。

問

現
在
の
宇
美
交
番
の
解
体
施
工

や
費
用
負
担
は
。
ま
た
、
跡
地
の
利

用
計
画
は
。

問

宇
美
駅
前
へ
の
宇
美
交
番
の
早

期
移
転
実
現
に
向
け
た
町
の
考
え
と

今
後
の
取
組
は
。

問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
駅
舎
や
町
の
景
観
に
な
じ
む
よ
う

に
要
望
し
て
お
り
、
白
や
グ
レ
ー
を

使
っ
た
モ
ダ
ン
な
色
合
い
で
検
討
さ

れ
て
い
る
。

答

ど
の
様
な
建
物
を
計
画
・
設
計

し
て
い
る
の
か
。

問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
事
業
主
体
で
あ
る
県
が
全
て
担
う
。

答

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
複
合
化
の
場
合
は
、
町
が
事
業
主

体
と
な
り
、
費
用
も
全
て
町
負
担
と

答

交
番
機
能
だ
け
で
な
く
、
志
免

交
番
の
よ
う
な
会
議
が
で
き
る
複
合

施
設
と
し
て
整
備
す
る
考
え
は
。

問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
県
に
よ
る
宇
美
交
番
の
移
転
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
令
和
８
年
度
に
上
下

水
道
工
事
、
９
年
度
に
建
物
建
築
、

10
年
度
に
供
用
開
始
予
定
と
な
っ
て

答

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　
令
和
５
年
２
月
の
運
行
開
始
後
、

事
業
者
と
連
携
し
て
改
善
を
重
ね
た
結

果
、
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
今
も
な
お
予
約
や
待
ち

答

利
用
者
の
声
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

の
る
ー
と
宇
美
の
利
便
性
向
上
に
向

け
た
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町

の
見
解
は
。

問

答 弁
（町長） 

福岡県と連携し
事業進捗に協力する

宇美駅前への宇美交番の
早期移転の実現を

たかお

飛賀 貴夫 議員
とびか

　
人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
い
て
、

最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　
バ
ス
I
C
カ
ー
ド
付
与
な
ど
、
選

択
肢
拡
大
の
見
直
し
に
期
待
し
た
い
。

　
宇
美
町
の
安
全
安
心
の
要
と

し
て
、
遅
延
な
く
事
業
が
進
む

こ
と
を
期
待
す
る
。

　
今
後
も
昨
年
以
上
の
厳
し
い

暑
さ
に
な
る
と
の
予
報
が
出
て

お
り
、
体
育
館
エ
ア
コ
ン
設
置

の
前
倒
し
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
検
討
を
促
し
て
い
き
た
い
。 交通も買い物も、

タッチひとつでスマートに現在の宇美交番浚渫工事が行われた井野川

録画配信は
こちらから

録画配信は
こちらから

答 弁
（町長） 

各施設の適切な
維持管理に努める

災害などから
住民の命を守る取組は

やすお

丸山 康夫 議員
まるやま

都
市
整
備
課
長

　
町
内
に
は
大
型
団
地
開
発
時
に
設

置
さ
れ
た
オ
リ
フ
ィ
ス
機
能
を
有
す

る
調
整
池
が
８
か
所
と
、
調
整
池
を

兼
ね
た
た
め
池
が
３
か
所
設
置
さ
れ

て
お
り
、
町
が
管
理
し
て
い
る
。

答

町
内
に
あ
る
調
整
池
の
管
理
状

況
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
平
成
15
年
災
害
を
教
訓
に
、
宇
美

町
水
利
組
合
連
絡
協
議
会
の
方
で
、

田
植
え
以
降
は
た
め
池
の
水
位
を
下

げ
て
も
ら
い
、
洪
水
調
整
機
能
を
持

た
せ
て
い
る
。

答

都
市
整
備
課
長

　
福
岡
県
土
整
備
事
務
所
の
職
員
が

月
に
一
度
巡
視
を
行
い
、
護
岸
の
状

況
や
不
法
投
棄
の
有
無
を
確
認
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
毎
年
５
月
ま
で
に
、
町
か

答

調
整
池
を
兼
ね
る
た
め
池
の
水

位
管
理
な
ど
は
適
切
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

問

学
校
教
育
課
長
　

　
令
和
８
年
度
は
宇
美
中
学
校
・
宇

美
東
中
学
校
、
９
年
度
は
井
野
小
学

校
・
宇
美
東
小
学
校
・
桜
原
小
学
校
、

10
年
度
は
宇
美
南
中
学
校
・
原
田
小

学
校
・
宇
美
小
学
校
に
設
置
を
予
定

し
て
い
る
。

答

学
校
体
育
館
エ
ア
コ
ン
設
置
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
状
況
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
校
舎
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事
や
ト
イ
レ
の

改
修
工
事
、
外
壁
改
修
工
事
な
ど
多

く
の
事
業
を
控
え
て
お
り
、
学
校
体

育
館
エ
ア
コ
ン
設
置
の
前
倒
し
は
難

し
い
。

答

エ
ア
コ
ン
設
置
の
前
倒
し
は
で

き
な
い
か
。 

問

福
岡
県
が
管
理
す
る
河
川
の
維

持
管
理
状
況
は
。

問

都
市
整
備
課
長
　

　
８
年
度
の
梅
雨
ま
で
に
す
べ
て
の

調
整
池
の
点
検
を
行
っ
た
上
で
、
樹

木
を
撤
去
す
る
。

答

都
市
整
備
課
長
　

　
た
め
池
は
、
年
間
を
通
じ
た
池
看

守
人
に
よ
る
点
検
と
大
雨
時
に
は
町

職
員
に
よ
る
巡
回
を
実
施
し
て
い
る
。

答

樹
木
が
生
え
て
い
る
調
整
池

が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
撤
去
が
必

要
な
の
で
は
。

問

農
業
用
た
め
池
の
管
理
状
況
は
。

問

録画配信は
こちらから

時
間
に
は
課
題
が
あ
る
。
車
両
増
な

ど
の
見
直
し
を
含
め
、
改
善
に
取
り

組
む
。

　
異
常
が
見
つ
か
っ
た
際
に
は
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
た
改
修
や
復
旧

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

ら
河
川
の
浚
渫
や
除
草
、
伐
採
な
ど

の
要
望
書
を
取
り
ま
と
め
て
、
福
岡

県
土
整
備
事
務
所
に
提
出
し
て
い
る
。

令
和
10
年
度
頃
に
移
転
予
定
。

　
解
体
後
の
跡
地
（
町
有
地
）
の
利

用
計
画
は
、
供
用
開
始
後
、
所
管
課

と
協
議
す
る
。

な
る
た
め
、
交
番
機
能
の
み
で
の
移

転
を
選
択
し
た
。

い
る
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅
れ
が
生
じ
な

い
よ
う
、
県
と
連
携
し
て
事
業
進
捗

に
協
力
し
て
行
く
。

実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　
今
後
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
実

情
に
合
っ
た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

答 弁
（町長） 

各種施策を基本目標に
向けて進めていく

第7次総合計画基本目標に
基づく施策の進捗は

たつひこ

平野 龍彦 議員
ひらの

都
市
整
備
課
長

　
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

よ
る
と
、
農
業
従
事
者
は
74
戸
で
、

過
去
10
年
間
で
22
％
減
少
し
、
農
地

面
積
は
24
％
減
少
し
て
い
る
。

答

本
町
の
農
業
従
事
者
と
農
地
面

積
の
推
移
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
捕
獲
数
の
最
も
多
い
イ
ノ
シ
シ
は
、

過
去
３
年
平
均
で
約
85
頭
捕
獲
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
近
年
は
、
ア
ラ
イ
グ

マ
な
ど
の
小
型
鳥
獣
が
増
加
し
て
い

る
。
シ
カ
被
害
は
令
和
４
年
度
よ
り

水
稲
や
樹
木
で
発
生
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
用
よ
り
高
い
金

網
を
設
置
し
て
い
る
。

答

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
数
の
推
移
と

シ
カ
被
害
の
発
生
状
況
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
農
業
委
員
会
で
視
察
を
行
っ
た
。

捕
獲
器
が
作
動
す
る
と
無
線
で
ス
マ

ホ
へ
連
絡
が
く
る
仕
組
み
で
あ
る
が
、

設
備
導
入
の
費
用
や
地
形
の
問
題
が

あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

答

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
ド

ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
導
入
に
対
す

る
助
成
の
考
え
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
農
業
機
械
利
用
組
合
は
令
和
３
年

に
辻
荒
木
・
馬
場
農
区
、
５
年
に
原

田
農
区
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　
農
業
振
興
推
進
事
業
補
助
金
を
活

用
し
、
農
業
機
械
購
入
額
の
30
％
を

助
成
し
て
い
る
。

答

農
業
機
械
を
共
同
で
使
用
す
る

農
業
機
械
利
用
組
合
の
設
置
状
況
と

農
業
機
械
へ
の
助
成
制
度
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
処
理
加
工
場
の
設
置
に
は
、
捕
獲

頭
数
の
安
定
的
な
供
給
が
必
要
と
な

る
た
め
、
難
し
い
。

　
捕
獲
に
必
要
な
予
算
は
、
猟
友

会
・
関
係
者
と
協
議
の
う
え
、
８
年

度
当
初
予
算
を
15
万
円
増
で
計
上
し

て
い
る
。

　 答

有
害
鳥
獣
の
処
理
加
工
場
の
設

問

町
長

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
、
荒
廃
農
地
の
増
加
や
有
害
鳥

獣
の
被
害
拡
大
は
大
き
な
課
題
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
は
、
従
事

者
の
負
担
軽
減
に
有
効
で
検
討
す
る

価
値
が
あ
る
。

　
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
、

農
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
と
知
恵
を
出

答

宇
美
町
の
農
業
の
将
来
像
は
。

問

都
市
整
備
課
長
　

　
３
月
末
策
定
の
み
ど
り
の
基
本

計
画
に
お
い
て
、
貴
船
公
園
を
ワ

ン
ヘ
ル
ス
の
森
と
関
連
付
け
、
四

王
寺
県
民
の
森
か
ら
つ
な
が
る
水

と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す

る
拠
点
と
し
、
生
物
多
様
性
に
配

慮
し
た
園
路
な
ど
を
含
む
公
園
整

備
を
推
進
す
る
。

答

基
本
計
画
４
の
施
策

　
全
世
代
の
だ
れ
も
が
憩
い
遊
べ
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
整
備
状
況
と

今
後
の
更
新
計
画
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
令
和
８
年
度
は
、
町
道
長
谷
四
王

寺
線
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

答

都
市
整
備
課
長
　
　

　
福
岡
県
土
整
備
事
務
所
と
情
報
共

有
を
図
り
、
実
態
調
査
を
行
い
、
県

と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

答

都
市
整
備
課
長

　
川
底
が
特
に
浅
い
大
谷
地
区
は
、

重
要
水
防
箇
所
と
位
置
づ
け
、
護
岸

の
か
さ
上
げ
を
県
に
定
期
要
望
し
、

毎
年
県
と
町
合
同
で
確
認
を
行
う
。

答

基
本
計
画
３
の
施
策

　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
予
定
は
。

問

社
会
教
育
課
長
　
　

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
も
含
め
、

ニ
ー
ズ
や
時
代
に
合
っ
た
各
種
ス

ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
。

答

基
本
計
画
２
の
施
策

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が
盛
ん
な

ま
ち
と
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
考

え
は
。

問

基
本
計
画
４
の
施
策

　
宇
美
西
口
交
差
点
の
渋
滞
緩
和
策

は
。

問

基
本
目
標
３
の
施
策

　
15
年
災
時
に
氾
濫
し
た
井
野
川
を

管
理
す
る
県
の
洪
水
対
策
は
。

問

環
境
課
長

　
令
和
６
年
度
は
２
公
園
に
１
基
ず

答

基
本
計
画
４
の
施
策

　
貴
船
公
園
の
整
備
計
画
は
。

問

学
校
教
育
課
長

　
学
校
と
地
域
の
連
携
を
深
め
、
地

域
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

答

基
本
計
画
３
の
施
策

　
こ
ど
も
の
登
下
校
を
見
守
る
ガ
ー

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
減
少
対
策
は
。

問

答 弁
（町長） 

持続可能な農業の実現に向けて
知恵を出し合っていきたい

宇美町の農業の将来像は

よしゆき

安川 禎幸 議員
やすかわ

　
第
７
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標

の
推
進
を
図
り
、
町
民
の
た
め
に
、

さ
ら
に
安
全
・
安
心
で
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　
年
齢
や
所
得
の
区
分
な
く
無
償

化
す
る
た
め
に
は
、
抜
本
的
な
財

政
措
置
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

　
宇
美
町
の
特
性
を
生
か
し
た

持
続
可
能
な
農
業
施
策
が
必
要

で
あ
る
。
今
後
の
取
組
に
期
待

す
る
。

有害鳥獣パトロールシステムの
仕組み安心して保育ができる町へ

録画配信は
こちらから

録画配信は
こちらから

答 弁
（町長） 

国、他自治体の動向を
注視していきたい

全てのこどもに
保育無償化を

けいや

鳴海 圭矢 議員
なるみ

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
は
、
出
生
率
の
改
善
や
、
子
育
て

支
援
の
充
実
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。 

　
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
、
少

子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
必
要
性

の
高
い
取
組
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

意
義
お
よ
び
必
要
性
を
、
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

問

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
令
和
８
年
３
月
１
日
現
在
で
、
国

の
無
償
化
制
度
の
対
象
は
３
歳
か
ら

５
歳
ま
で
が
９
８
５
人
、
県
の
補
助

事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
第
３
子

以
降
は
63
人
で
あ
る
。

答

本
町
に
お
け
る
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
の
現
状
は
。

問

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
経
済
的
負
担
の
大
き
さ
に
つ
い
て

は
、
家
庭
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る

も
の
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

答

ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
は
経
済
的
負

担
も
含
め
総
合
的
な
苦
労
が
あ
る
と

思
う
が
、
本
町
の
認
識
は
。
　

問

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
完
全
無
償
化
し
た
場
合
、
年
間
９

８
６
０
万
円
程
度
の
歳
出
が
増
え
る

と
い
う
試
算
に
な
る
。 

答

無
償
化
の
対
象
に
ゼ
ロ
歳
か
ら

２
歳
を
含
め
た
場
合
、
見
込
ま
れ
る

歳
出
は
。

問

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
以
前
は
保
育
士
不
足
で
定
員
ま
で

の
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
施
設
も

答

仮
に
無
償
化
が
実
現
し
た
場
合
、

保
育
需
要
の
増
加
で
保
育
士
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
の
で
は
。

問

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
完
全
無
償
化
を
実
施
し
た
場
合
の

試
算
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
国
や

他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。 

答

国
の
制
度
に
加
え
て
、
独
自
の

取
組
を
実
施
し
て
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
を
さ
ら
に
軽
減
し
て
い 

る
自
治

体
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
独
自
の

取
組
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

問

録画配信は
こちらから

置
と
捕
獲
に
対
す
る
予
算
増
の
考
え

は
。

し
合
っ
て
い
き
た
い
。

あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
国
の
基
準
を

満
た
す
保
育
士
の
確
保
は
ほ
と
ん
ど

の
園
で
で
き
て
お
り
、
定
員
で
の
受

け
入
れ
が
可
能
で
あ
る
。

つ
、
７
年
度
は
４
公
園
に
５
基
を
整

備
し
た
。
８
年
度
は
宇
美
公
園
内
に

整
備
予
定
。

　
県
交
付
金
が
町
の
要
望
額
を
満
た

な
い
場
合
、
事
業
の
見
直
し
も
考
え

ら
れ
る
。

6つの基本目標「第7次総合計画より」
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　この度、議長に就任させていただくことになりました。誠に身に余る光栄であり、議会の代表として、その重責
を果たすべく誠心誠意努めていく覚悟であります。
　今般の町議会議員選挙では、投票率が過去最低を記録いたしました。町民の皆さんに政治への関心や期待感
を高めていただけるよう、議会活動をもっと身近に、もっと多くの方に知っていただくことが必要と感じています。
　諸先輩方が紡いでこられた歴史や伝統、文化を継承しつつも、さらに町民と共に進める、町民のための開かれ
た議会の構築に向けて、全力で取り組んでまいります。

〇所管課　会計課・総務課・地域コミュニティ課・企画財政課・
管財課・シティプロモーション課・税務課・都市整備
課・上下水道課に関する事務を調査・審査します。

議会の運営や活動の在り
方について、問題点をとら
えて調査研究し、適正かつ
円滑な議会運営を行うた
めに設置されている委員
会です。

　「安全・安心を基盤に、防災・減災とインフラの最適化を進めるとともに、ふるさと納税や地域資源を活か
し、持続可能で魅力あるまちづくりの実現」
　総務建設常任委員会は、現場主義を徹底し、防災・都市基盤・財政基盤に関する調査研究と政策立案を
進めてまいります。あわせて、住民や関係団体との対話を重ね、地域の実情を的確に捉えながら、実効性あ
る政策提言に積極的に取り組んでまいります。

守る力と創る力で、持続可能なまちへ

●北筑昇華苑組合議会議員 　髙橋紳章　　●粕屋南部消防組合議会議員　黒川悟・古賀ひろ子　
●宇美町・志免町衛生施設組合議会議員　黒川悟・鳴海圭矢 ・飛賀貴夫・藤木泰・丸山康夫・安川禎幸　
●福岡県介護保険広域連合組合議会議員 　安川茂伸
●糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会議員  白水英至 

組合議会議員の選出

うみ議会だよりNo.101
令和8年5月15日発行

うみ議会だよりNo.101
令和8年5月15日発行17 16

新体制スタート！議会構成決まる

議長就任ごあいさつ

議会運営委員会

総務建設常任委員会

委
員
の
紹
介

委
員
の
紹
介

今期４年間の活動方針
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　議会広報常任委員会は、うみ議会だよりやうみ議会ホームページを活用して、町民の声を町政に届ける
とともに、 町民と町政の懸け橋として活動していきます。
 　また、前期から導入した議会のライブ配信や録画配信をより多くの方に視聴していただける環境づく
りに加え、今期は広くＳＮＳによる情報の発信や若者世代を対
象としたモニター制度の導入に取り組む計画です。
　うみ議会だよりは「まずは手に取って読んでいただける議 
会広報」を基本理念に、さらにステップアップして「読みたくな
る議会広報」を作成していきます。
　また、町民の皆様も多くの声を議会にお届けいただきます
ようお願いいたします。

「うみ議会だより」の原稿作成・編集・発行及び議会ホームページ
やＳＮＳの管理・更新・情報発信を行う委員会です。

〇所管課　住民課、健康課、福祉課、環境課、学校教育課
　　　　　社会教育課、こどもみらい課に関する事務を
　　　　　調査・審査します。

厚生文教常任委員会議会広報常任委員会

町民と共に　知る　作る　動き出す議会に
町民の声を町政に届けよう

委
員
の
紹
介 委

員
の
紹
介

今期４年間の活動方針

　「こどもたちの未来のため、学びを支え、環境を守りながら持続可能で暮らしやすいまちの実現」
　厚生文教常任委員会は、開かれた委員会をめざして教育・子育て現場などの声を丁寧に聴き、対話を通
じて住民の意見を政策に反映させるよう努めます。
　また、政策立案などの勉強会の実施や先進地の視察など積極的に実施します。
　以上の方針のもと、教育環境の充実と住民福祉の向上に全力で取り組んで行きます。

このまちがいい　教育と福祉の充実 
今期４年間の活動方針


